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地域要因に特段の変動要因がないため、今後も現状のまま推移するものと予測する。
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林業を取り巻く経営環境は依然として厳しく、市内における用材
林地の取引は少なく、地価も弱含み傾向である。

地域要因に特段の変動要因はないが、地価は概ね横ばい基調で推
移している。

個別的要因に変動要因はない。
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２　鑑定評価額の決定の理由の要旨
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正常価格

(1)価格時点

(2)実地調査日

(3)鑑定評価の条件 当該土地に工作物又は立木等がなく、かつ、使用収益を制約する権利の存しないものとしての鑑定評価

(4)鑑定評価日

(5)価格の種類
路線価又は倍率

円／㎡

4.7

１　基本的事項
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価

倍率種別
令和 7年 6月 3日

令和 7年 7月 2日令和 7年 7月 1日

4,940,000鑑定評価額 円 593,000 円／10a10a当たりの価格

比準価格は、同一需給圏内の類似の林地の取引事例より試算されたもので、対象基準地に係る市場性を反映した実証的な価
格であり、説得力に優れる。一方、対象基準地は市街化調整区域内の急傾斜地であり、宅地転用は非現実的であることから
控除法は適用しない。また、林業経営の採算性は低く想定要素も多いため収益還元法も適用しない。よって、比準価格を標
準とし、類似基準地との均衡及び市場動向等を踏まえ、鑑定評価額を上記の通り決定した。

(6)市場の特性 同一需給圏は、多摩地区及び隣接県の林地地域。需要者は林業経営主体の他、森林保護団体、公共団体等である。本地域は
林道に面しており、都道とも近いため利便性が高い。また、市が運営するレクリエーション施設との接近性が高く周辺環境
等も概ね良好である。よって、用材林地需要自体は総じて軟調であるが、対象基準地の地価については概ね横ばい基調で推
移している。なお、林地の取引価格は、取引の目的等により様々であり中心的価格の把握は困難である。

(7)試算価格の調整
　 及び鑑定評価額
　 の決定の理由
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